別記様式１号の別紙７

産地構造改革優先項目記入表
	都道府県名
	産地協議会名
	現行の果樹産地構造改革計画策定年月

	
	
	



【１】優先項目別記入シート
	 １　担い手への園地の集積状況

	 ①　現状値
　（アール）


	担い手の園地面積の実績値
（Ａ）
	全園地面積の実績値
（Ｂ）

	
	

	


	 ②　産地計画におけ
　る当該事業申請年　度の目標値
 　（アール）
	担い手の園地面積の目標値
（Ｃ）
	全園地面積の目標値
（Ｄ）

	
	

	


	 ２　振興品目の生産状況

	 ①　現状値
　（アール）


	全振興品目の栽培面積の実績値
（Ｅ）
	品　目

	
	
	







	
	

	

	 ②　産地計画におけ　る当該事業申請年　度の目標値
　（アール）
	全振興品目の栽培面積の目標値
（Ｆ）
	

	
	

	

	 ３　農地中間管理機構等を通じた園地整備の取組状況

	 ①　担い手が機構等を通じて借り入れ又　は購入した園地において行う整備事業　実施（受益）面積（㎡）　（Ｇ）
	 ②　全整備事業実施（受益）面積（㎡）
 
（Ｈ）

	

	


	 ４　農地中間管理機構の産地協議会への参画状況

	　農地中間管理機構が産地協議会の構成員となっている ：１を記入
　農地中間管理機構が産地協議会の構成員となっていない：０を記入
	（Ｉ）


	 ５（１）　農業共済の加入状況

	 ①主たる品目の果樹共済の引受の有無

（Ｊ）
	②　主たる品目
   の果樹共済引受面積
     （アール）
       （Ｋ）
	③　主たる品目
　 の栽培面積
    （アール）
      （Ｌ）

	品　　　目

	
	
	
	品目名：
・当該産地における主たる品目
・当該事業計画における主たる品目
　（いずれかに〇）


	  有 ・ 無

	
	
	

	５（２）　収入保険の加入状況

	　①  担い手の数（経営体）（Ｍ）

	 ②  収入保険に加入している担い手数
　　（経営体）(Ｎ)

	

	


	６　GAPの取組状況

	　①  担い手の数（経営体）（Ｏ）


	 ②  GAPのチェックシートを生産出荷団　　体又は産地協議会に提出している者　　　（経営体）(Ｐ)

	

	


	７　革新実施計画の認定状況

	　革新実施計画の認定を受けている（見込み含む）こと。：１を記入
　上記以外の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　：０を記入
	  （Ｑ）    


	８　輸出の取組

	　産地協議会における直近２か年合計の果実の全出荷量又は全出荷額に占める輸出向け割合について、次の配分基準に基づくポイントを記入。
　５％以上　　　　：６ポイント
　３％以上５％未満：４ポイント
　１％以上３％未満：２ポイント
　１％未満　　　　：０ポイント
※輸出事業計画の認定を受けている場合、２ポイント加算
　フラッグシップ輸出産地として認定されている場合、２ポイント加算
	  （Ｒ）    



	９　水田活用の取組

	　産地協議会における直近４か年合計の水田の果樹園への転換面積である新植面積の実数について、次の配分基準に基づくポイントを記入。
　５ha以上　　　　：10ポイント
　４ha以上５ha未満：８ポイント
　３ha以上４ha未満：６ポイント
　２ha以上３ha未満：４ポイント
　１ha以上２ha未満：２ポイント
　１ha未満　　　　：０ポイント
	  （Ｓ）    



	10　労働生産性向上の取組

	[bookmark: _Hlk70679589]　産地協議会における直近４か年合計の省力樹形への改植・新植面積の実数について、次の配分基準に基づくポイントを記入。
　５ha以上　　　　：10ポイント
　４ha以上５ha未満：８ポイント
　３ha以上４ha未満：６ポイント
　２ha以上３ha未満：４ポイント
　１ha以上２ha未満：２ポイント
　１ha未満　　　　：０ポイント
	  （Ｔ）    





注）１　１及び２の項目の現状値は事業申請時の数値、目標値は事業申請年度の目標数値を記入すること。
２　１及び２の項目について、産地計画において数値目標を定めていない年度の目標値は、目標の定めのある年度からの推計により算出すること。
３　２の項目の品目欄には対象となる全振興品目の品目名を記載すること。また、Ｅ欄及びＦ欄には内訳表「２　振興品目の生産状況　内訳」のＥ欄及びＦ欄の数値をそれぞれ記載すること。
４　３の項目のＧ欄には内訳表「３　農地中間管理機構を通じた園地整備の取組状況　内訳」のＧ欄の数値を記載すること。また、Ｈ欄は、産地総括表（参考様式３号）の合計欄から転記すること。
５　４の項目については、当該事業計画の申請までに、農地中間管理機構が産地協議会の構成員となっている場合は１、構成員となっていない場合は０を記載すること。
６　５（１）の項目の品目欄には、主たる品目として採用した品目名（１品目）及び主たる品目の種類（当該産地における主たる品目か当該事業計画における主たる品目か）を記載すること。なお、当該産地協議会の振興品目がいずれも当該地域において果樹共済の引受が行われておらず、主たる品目の果樹共済引受面積が設定できない場合は、Ｊ欄の「無」に○を付けること。
７　５（２）の項目については、担い手の数をＭ欄に、収入保険に加入している担い手の数をＮ欄に記載すること。
８　６の項目については、担い手の数をＯ欄に、担い手のうちGAPのチェックシートを生産出荷団体又は産地協議会に提出している者の数をＰ欄に記載すること。
９　７の項目については、革新実施計画の認定を受けている（見込み含む）場合は１、認定を受けていない場合は０を記載すること。
10　８から10までの項目については、それぞれ該当するポイントをＲ欄からＴ欄に記載すること。

【２】内訳表
　２　振興品目の生産状況　内訳
	振興品目

	栽培面積の実績値
（アール）
	産地計画における栽培面積の目標値（アール）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　計
	（Ｅ）
	（Ｆ）



　３　農地中間管理機構等を通じた園地整備の取組状況　内訳
  （１）機構分
	

	機構を通じて借り入れ又は購入した園地での整備事業実施（受益）面積　　　（アール）
	合計面積
（アール）

	園地番号
	
	
	
	

	園地借受（購入）年月
	
	
	
	

	優良品目・品
種への転換
	(改植)
（新植）
(高接)
	

	

	

	


	小規模園地整備
	
	
	
	

	放任園地発生防止対策
	
	
	
	

	用水・かん水設備の整備
	
	
	
	

	本会特認事業
	
	
	
	

	小　　　計
	
	
	
	（Ｇ）



  （２）機構以外分
	


	機構と同様の取組を行っているものを通じて借り入れ又は購入した園地での整備事業実施（受益）面積　　　　　　　　　（アール）
	合計面積

（アール）

	園地番号
	
	
	
	

	園地借受（購入）年月
	
	
	
	

	優良品目・品
種への転換
	(改植)
（新植）
(高接)
	

	

	

	


	小規模園地整備
	
	
	
	

	放任園地発生防止対策
	
	
	
	

	用水・かん水設備の整備
	
	
	
	

	本会特認事業
	
	
	
	

	小　　　計
	
	
	
	（Ｇ）


　注）太枠内は産地総括表（参考様式３号）より転記すること。
